









デザ イ ン・サ ー ヴェイ
ミクロネ シア ・ポ ナペ 島 の 生 活 と衣 服
片 山 陽 次 郎
1.序
昭和50年8月2日 よ り25日まで,千 葉 大学工 学部の グルー プに参加 し,ミ ク
ロネ シア ・ポナペ島 において,生 活 とデザ イ ンに関す る野 外踏査(デ ザ イ ン ・
サ ーヴ ェイ)を 行 った。
デザ イ ン ・サー ヴェイは 「生 活 の仕 方 」 「生 活 様式 」 を,生 活 用 具 を 中心
に観察 ・記録 して,そ の地域 社会 の生活体 系 を総合 的 に把 握 して ゆ くこ とを通
じて,将 来 の生活用具 や生 活空 間の計画 ・設計 に対 す る実践 的指 針 を導 き出 し,
ひいて は,生 活 の計画 ・設計 に対 す るデザ イ ンの在 り方 につ いて も考 えて ゆこ
うとす る もの であ る。
本報告 はポ ナペの人 々の 日常 的 ・非 日常的生 活の展 開 され るなかでの衣服 と
の か ・わ りあい につ いて,観 察 したもの を まとめ た もので ある。
調査 団 は総 勢12名で,こ れが2--3名 の小 グループ を組 み,ポ ナペの5つ の
村 に分散 し,島 の人 々 と共 に生活体験 を重 ね るなかで,観 察 し,資 料収 集 を行
った。筆者 らが生活 をしたの はコロニ ア とい う町 の裏側 にな る比 較的 開 けて い
ないマ タラニ ーム村 の アニパ ス とい うコウシャ ップ(字)のチー フの家,ア ニパ
ス家で あ る。 した がって,こ れか ら報 告す るもの は,ア ニパス家 を中心 とした,
マ タ ラニー ム村の人 々の生活で ある。 なお,5つ の村 を通 じて,生 活慣 習 が そ
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●
の本質 にお いて大 きく異 る点は少 ない ことか ら,本 報告 の内容 はほ ・"その ま ・,
ポナペ島 全体の衣生活 の特性 に通ず るもの とい える。 ・
なお,本 報告 は関西意 匠学 会第17回大会(昭 和50年11月)に お吟ての発 表,
お よび,衣 生活研究2(9・10)1)・3(3・4)21の報告 を基 に して 手 を加 えた もの
で ある。
2.ポ ナ ベ 島 の 概 況
ミクロ ネシア ・東 カロ
爨黨
欝 急は北翫 東





路 島の%の 大 きさの,ミ 図1ポ ナペ島略図
クロネシアで も大 きい島 の1つ で ある。 近 い小島 まで100海里,島 ら しい島 で
最 も近 い クサ イ島 まで310海里 もあ り,ま さに,南 海の孤 島 とい う名 にふ さわ
しい。
火山作 用 と珊瑚 の造礁 作用 とがポ ナペ島の地形 を造 りあげたた め3,5)島の中
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央 部の 溶岩台地 で ある約750mの 山陵 部 を基点 に,全 体 として周囲 の海岸線 ま
ゆ るやか な傾斜 がみ られ,海 岸線 の ほ とん どがマ ングローブの林 にお ・われて
い る。 海岸 か ら平 均4kmの距離 で珊瑚 礁 が島 を囲み,静 かな海面の礁 湖 は木 製
カヌーに よる漁労 の場 と して活 用 されてい る。
気候n-s)は熱urrh'海洋牲 気候 で,平 均 気温26--28℃,湿度79～71%,年間 を通
じて高 温 多雨 多湿 で あるが,昼 聞の 日射 しの厳 しさ と,夜 の肌寒 さ,昼 夜 の温
度差 はか な り大 きい。雨期 が7月 か ら9月 にか けて あ り,今 回の踏査 は その雨
期 にあた った。雨期以外で も1日 に1・2度 は20分程滝 の よ うなス コー ルに見
舞 われ,降 雨時 には道路 は川 の よ うに水 が流 れ,河 川 はた えず赤茶 けた水 を海
岸 の珊瑚礁 に押 しだ して い る。
人口4'6)は約15,000人で ミクロ ネ シア族5'5)と称 される人種で あ るが,一 見,
欧 米人,日 本 人 を含 む東南 ア ジア系 の混血 と思 われ る人 々が見 うけ られ る。 こ
の 人 々が1町5ケ 村(コ ロニ ア町,ナ ッ ト村,ウ ー村,ソ ケ ズ村,キ チ村,マ
タラニー ム村)に 住 んでい る。
ポ ナペ島 は各村 の最 高位 の人 ナ ンマ ルキ が絶 対権7)をもち,行 政組織 とは別
に各村 々が小 国家的性格 をな してい る。 した がって,各 村 々で の生活 の外面的
様 相 は複雑 多岐で あ る。 また,世 代 によ る考 え方 の相違 につ いて も,40才代 を
境 と してポナ ペ語 と日本語 を話 す世代 と,ポ ナベ語 と英語 の世 代 に大 別 され,
この言葉 の差 が世 代の差 に輪 をか けて増1幅されてい るよ うに思 える。
ミクロネシ アの財政4'6)は収 入の75-80%が 米国政府 の援 助金 で,域 内徴税
その他 の収 入 は約6%で ある。 目新 しい産業 も な く,現 在 までの と ころ徴税源
の拡 大は期待 で きない状況で,ポ ナペ の産業4)では わず か にコブ ラ油 があげ ら
れ る程 度で あ る。 した がって貿 易収支 の ア ンバ ラ ンスが 目立 ち,輸 入 が輸 出の
10倍となる程 で ある。島民 の食料で あ る米 ・小 麦粉 な どが米国 か ら輸入 され,
日本 か ら魚缶 詰 ・即席 ラーメ ン,調 昧 料 な どか ら自動車 ・繊 維 製品 ・雑貨 の輸
入 が増加 し,コ ロニアのマーケ ッ トには これ らの商 品が満 ちあふ れて い る。島
..
民,特 に村 の人々の生計は 自給 自足 を主 に して,惇 業 はほ とん どな く,現 金収
入 は アルバイ ト的収 入が主で ある。
3.外 来 様 式 の 衣 服
伝統 的 な衣服81は男性 はヤ シの葉で,女 性 はパ ンの 木の樹皮 を加工 した もの
を まとったと伝 え られ るが,実 態 は島 の人 々に も不明 な とこ ろが 多い。
遠 くスペ イ ンによ る統 治時代 よ りキ リス ト教 の布教 が盛 んで,現 在 はほ とん
ど全員 が クリスチ ャンで ある。毎週 日躍 目の教 会の礼拝 は,島 の人 々の レクリ
エ ー シ ョンの場 と もな り,コ ミュニケー シ ョンの場 と しても重 要 な役割 を果 し
てい る。




の概略 は表1の とお り'
で あるが,素 材 はほ と
ん どが木綿の織物で あ る。
毎週 日曜 日の教会 の礼
拝 には一番の晴着(写 真
1)を 着 る。村 のプロテ
ス タン トの教会 の例 では,
司祭者 も村の人 々が なる
のだが,家 か ら教 会 に出
か ける際 は,ほ ・"普段着
騏 嗷 会の礼聯 のAiと 同 じ状態で
,シ ャツに
ズボンとゴム草履 とい うスタ イルであ る。 そ して教 会の控室 で,長 袖の ワイシャ
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男 性 女 性
シ ェ ー ツ(シ ャ ツ)表 着 リ コ ゥ リ ー(ワ ンピ ー ス)表 着
ラ ウ シ ス(ズ ボ ン)表 着 ウ ロ ー シ ュ(ス カ ー ト)表 着 ・下着
リ コ ー テ ィ(コ シ マ キ)表 着 リコーテ ィ(コ シマキ)表 着 ・下着
サ ル マ タ(パ ン ツ)下 着 サ ル マ タ(パ ンテ ィ)下着
表1衣 服の種類
ツ にネク タイ をつ け,背 広 を着 て靴 下 を履 き,革 靴 を履 いて礼拝 にの ぞむ。赤
道 に近 い高温 多湿地で,草 木 が生 い茂 る山道 の よ うに細 く,起 伏 の ある道 で雨
にぬ れた り,天 気 のよい 日は汗 まみれ にな り,背 広姿で はとて も歩 けない。一
般 の男性 も新 しい運動靴 や革靴 姿 もあ り,ワ イ シャツ姿 の人 もか な り見 うけ ら
れ,な か には ネ クタイ を締 めて い る人 もい る。下着 にラ ンニ ングシャツ を着 て
い る人 もい るが,多 くは,新 しい色 柄の 開衿 シ ャツ とズ ボ ン姿 で ある。
女性の服 装 はワ ンピース姿で あ るが,下 着 にペテ ィコー トの役割 りで ウロー
シュを着 るの が一般的 で ある。 ウ ロー シュの裾 に飾 りがあ り,重 ね着 の状 態で
ウ ロー シュの裾 を出す よ うにワ ンピース を着 る(petticoatdress)。上半身は普
段 ほ とん ど下着 をつ けないが,教 会の正 装 には下着 にブ ラジャー をつ けて い る
若 い人 も見 うけ られ る。 また,若 い人 の中 には普段 にブ ラジャー をつ けて い る
人 も見 うけ られ るが,こ の場合,表 着 と して,ブ ラジ ャー とウロー シュの組 合
せで着 装 されてい る。教会 の正 装で は白色 のワ ンピース を着 て いる人 もかな り
見 か けられる が,一 般的 には原 色 に近 い プ リン トの花柄 の ワ ンピース を老若 問
わず着 て い る。型 はギャザ ース カー トの ワ ンピースで形 が ほとん ど一定 してお
り,配 色 や模 様の変化 が唯 一のバ リエー シ ョンとい える。
下 着で は男 女 ともサ ルマ タをはいて いる。 名称 か らわかるよ うに日本 の統 治
時代 か ら普 及 してい るが,中 年以 上の女性 は普段 はいて いない人 もいる よ うで
あ る。
教 会の正装 で男 女の共通点 は,礼 拝 のっ ど,常 に新 しい衣服 を順 々に まと う
か,あ るいは臼無 地の ワ ンピースや シ ャツを着 ることで あ る。
教 会で着 た琶柄 の衣服 は,次 にカマ テ ィップ(祭),外出 用,家 庭着,仕 事着






















カマテ ィップはポナペの祭の総称 で,ヤ ムイモ(主 食 の1っ)の 収穫 祭,人
々の歓送迎,婚 礼,葬 儀,家 の新築 落成 な どに開催 され る。
カマテ ィップはナー シ9)と呼 ばれ る集会所兼 作業場゜)で催 される。この晴 れ
の 日には 人々は仕 事 を休 み,食 料 を持 ちよ り,同 じ火で焼 い た食物 を同 じ空間
・時 間の 中で 共に食べ,歌 が歌 われ,シ ャカオ(酒)が 厳 粛 なマ ナーの もとに
飲 まれ る。 そ して,食 料 を分配 してそれ ぞれの家 に帰 るので あるが,あ る時は
夜 を徹 し,ま たは数 日間続 くこと もあ る。
前述 の よ うに,教 会の礼拝 に次 いだ晴着 がこの カマ テ ィップで着 られ るのだ
が,し か し,共 に食事 を し,シ ャカオ を飲 むための仕 事 が分担 される。割 りあ
て られた人 は晴着 とはい え,仕 事 が しやす く,汚 れ を考慮 したや ・古 い衣服 を
着て い る。 なお,シ ャカオを作 る人 は男 性 に限 られ,そ の人 々は上半身裸 で行
うこ とに決 め られてい る。
外 出着 もカマテ ィップと同様 の晴着 で あるが,外 出先 の距離 ・目的 な どに よ
って服装 の選 び方 が異 る。例 えば,コ ロニ アの町へ の外 出 と,近 所の マーケ ッ












以上,晴 着 の共通性 は
男性 はシ ャツ とズボ ン,
女性 は下着 に ウロー シュ
をつ け,そ して必ず ワ ン
ピー ス姿 で あ る。
普段 着 は一般 に晴着の
古い もの が着 られ,着 装
の組 合bせ は 多様 に変化
す る。女性 の仕事で イモ
の採取 や,マ ングローブ
の林での薪 と りは重労働
で,大 変 汚れ る作業で あ
るが,晴 着 と同 じ型 のワ
ンピー ス を着 て行 う時 も
多い(写真2)。 仕事 や く
つ ろ ぎに ワンピースを着
る場 合,下 着 はウローシ
ュの代 りにリコーティ(腰
ま き)を 組 合 わせ る場 合
もある。 コブラ焼 きIUJ
(焼いた あと共同 の精 製
所で コブ ラ油 となる)の
作業 や川 での洗濯,屋 内
や敷地 内では上半身裸 で
ウロー シュだ けの場 合 も
ある(写真3・4)。また,
写真2マ ングローブの 林 で.家 族 総 出で 薪採 り




写真3ウ ロ ー シュ姿 で 川 で 洗濯
写真4ナ ー シ(図4)の 中で くつ ろ ぐ家族
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上半身 を男 もの の シャツをまとってい る
場 合 もあ る。 そ して2枚 の ウロー シュ を
組 合 わせて1枚 をウエス トで とめ,他 を
バ ス トで とめ る重 ね着 の スタイルもあ り,
その いつ れか一方 をリコーテ ィにす る着
方 もあ る(写 真5・6)。
男 性 の普段着 も シャツ とズボ ンの組合
わせ が一般 的で あるが,上 半身裸 で の作
業や くつ ろ ぎの情景 も見 られ る し,ズ ボ
ンの代 りに リコーテ ィ(腰 まき)や ,奥
さんや娘 さんの ウロー シュ を借 リて着 て
い る風景 も見 られ る(写 真7)。子供 が親
写真6ウ ロー シュをバス トからっ けた重 ね着
庭 先 で家 族 の 団 らん一






の シャツを着 て,ダ ブダ
ブ させ なが ら一 生県命仕
事 に励んで い る情 景 もめ
ず ら しくない。
アニパ ス家 には1才 に
なる孫 の男の子 が いるが,
家 の敷地 内で は生 れた ま
まの全裸 で遊 んで い る。
お しめ による肌 のた ・"れ
の心 配 もな く実 に健康 的
4.伝 統 的 様 式 の 衣 服
カマテ ィ ップ9)は村の最高位 の人,ナ ンマルキ を中心 に催 されるが,ヤ ム イ
ーn一
モ の収 穫祭 が村 全体でナ
ンマルキの ナー シにおい
て盛 大 に催 され,引 き続
き村の38のコ ウシャ ップ
(字)の チ ーフのナ ー シ
で催 され,順 次 それぞれ
の コウ シャップの カマテ
ィ ップにもナ ンマ ルキが
出席す る。その時の ナ ン
写真7漁 捕 りで奥 さんのウ ロー シュを着 てい る男 性
マ ルキだけが,伝 統的装束 であ るヤ シの
葉の腰 みの に細 かい貝殻 の ビー ズをあ し
らった帯,そ して,貝 で飾 られ た首飾 り
と頭飾 り(マ ラマル)が つ けられる。
宴 がた けなわに なると,一 般の男性 も
上着 を脱 いで上 半身裸 になり,その膚 に女
性 がヤ シ油 を塗 る。女性 は脱衣 しないが,
襟首 や両手 にヤ シ油 が塗 られる。ナ ンマ
ルキ も上半身 の前後 にヤシ油 が塗 られ,
は じめて伝統 的正装 となるので あ る。
も う1っ の主食,パ ンの実 の収 穫時 に
は コウシ ャップを代表 してチー フがパ ン
の実の餅,リ リーをナ ンマルキ に献上す
写 真8ナ ンマルキに献 上 のための リリーづ く
りの装束
る。 その餅つ きは男の仕事 で,装 束 はヤ シの葉 の腰みの をつ け,頭 にはヤ シの
葉 の マ ラマル をかぶ り,上 半身 にヤ シ油 を奥 さん に塗 って もらい身仕 度がで き
あがる(写真8)。 それか ら餅 つ きにか ・るの であ る。
以上,伝 統 的行事 にか ・わる伝統的装 束 にっいて述べ て きた が,衣 服 に深 い
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か ・わ りをもつ,ポ ナペの身飾 りと して,頭 飾 り,耳 飾 り,文 身 につ いて以下
に報告 す る。
マ ラマ ル11)(頭飾 り)は
丁度ハ ワイの レイの よ う
に幅 広 く使 われて いる。
前 に記述 した例 以外 に,
われわれ外来者の歓送迎
の ために も,(写 真9)
教会の礼拝 や カマテ ィッ
プの際 にも,か ぶ りたい 写 真9わ れ わ れの 歓迎 に贈 られた マ ラマ ル
者は かぶ るとい う方式で比較的 自由で ある。マ ラマ ルを作 るのは女性 の仕 事で,
身近 な材料 を用い た手づ くりの もので ある。 自然の花 や草 木,貝 殻,余 り布の
造花や,余 り布や毛糸 を適 当に組合 せ,円 環 に編 んだもの もある。心 の こもっ
た手づ くりの もの を頭 にかぶるこ とは,心 あた たまる情 報伝達 手段 ともい える。
耳飾 り11)は女性 の装身具 と して米 国製の ピア ス(piereced-earearing)を,
少女 か ら大人 まで大半 の人がつ けてい る。 日本で耳 たぶ に穴 をあけるのは比較
的簡単 だ と聞いて いるが,ポ ナペでは縫針 に糸 をつ けて耳 たぶ に通 し,穴 がか
た まるまで約1週 間,針 を通 し続 ける。 この よ うな穴 の あけ方 か ら想像 して,
耳飾 りその もの は外来 の ものであ るが,伝 統 的風習 が引継 がれて いる もの と考
えた い。
その他,身 飾 りの特徴 として文身11)があげ られ る。文身 を大別す る と刺 痕文
身(入 墨)と 瘢 痕文身(肌 に傷 をっ けて模様 を残す)が あるが,ポ ナペ には そ
のいず れ も見 うけ られた。発生 は呪術 的意昧 や,個 人の ステ ータスを表象 した
もの と推測 で きるが,入 墨は昔,女 性の陰 部 まで彫 られ たとい う。性 交の刺激
や生殖上 の信 仰 とか ・わ ると思 われ るが,現 在 はこの よ うな入墨 は見 うけられ
ない。
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ポナペでは入墨 をペ ルペ ル とい う。入墨 の墨 は石焼 き二)に使 われた薪の 炭 を
水で とき,コ ブ ラの皮 や樹皮 で模様 を描 き,針 を10本程束ねて傷 をつ ける。現
在 は外来の墨 ・筆 を用 いて彫 る場 合 も多 くなってい る。
瘢痕 分身 には,レ ケ レケ とウ シメイメ イの2種 類 があ る。 レケ レケは肌 にコ
ブラ油 を塗 って か らナイフや カ ミソ リで 直接 肌 に傷 をつ けるもの で,肌 に模 様
が浮彫 され るまで1・2ケ 月の間傷 を彫 り続 け る。模 様 は短 い直線 の縦 横 の配
列,斜 め に交叉 したx印 の連続 模様 な どで,半 裸 の生活の人 々の識 別 に使 われ
たので は ない かとい う説mも ある。
ウ シメ イメイは タバ コの火 を消 え るまで肌 に押 しつ けて焼付 けて模 様 をつ く
るので,丁 度種痘 のよ うなパ ター ンとな る。 ミクロネシアで も瘢痕 分身 の風習
顎1鳴 論 審 ンメイメイー 髄 の
は他で 多 くの例 は見 られ ない11)がポナペ
で も瘢痕 文身 は 日本 の統 治時代 に禁止 さ
れていた。写真10の婦 人は第2次 大戦 中
の混乱 時代 に彫 った もので ある。
瘢痕 分身 は加工条 件 によって幾 何学的
模様 で あるが,刺 痕 分身(入 墨)は 外国
か らの影響 か,現 在は ほとん ど具 象的模
様 であ る。 しかし,伝 統的模様 は瘢痕 分
身 同様の抽 象模様1D(図3)であ る。 そ し
て,ほ とん どの人 が何 らかの文身 を人生
のの思 い出の記録 と して,愛 人 に ちなん
だ模様 な どを彫 って い る。 した がって発
の意味 内容 は さだ かで ない。
二)石 焼 きは ポ ナペ の伝 統的 食 物 の調 理 方 法 で,ウ ォ ヌー ンと称 す る 石焼 き導用 の 小 屋 を各
家 で もっ て い る。 まず,薪 を燃 や してそ の 上 に丸 い石 を,は じめ は比 較 的 大 き な石 を積 み,
段 々 と小石 を積 ん で半 円状 に して 石 を焼 く,ま た,あ らか じめ 薪 を組 み,石 を積 み あ げ て
準 備 を し,そ の 後 点火 す る方 法 と手順 に2通 りあ る。 石 が焼 けた後,小 石 を円 形 状 にな ら
し,そ こ に 食物 で あ る豚,犬,魚,イ モ,パ ンの 実 等 を並 べ,焼 け た石 をのせ,そ の 上 に
バ ナ ナや イ モ の葉 をおお っ て蒸焼 きにす る。
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5.衣 服 の 整 理 と生 活 空 間
衣服のデザ イ ンを考 える時,着 装
時 の他 に衣服 を購入 して から廃 棄 さ
れ るまでの聞の整理等,全 体的 か ・
わ りあい を通 じての考慮 が必要で あ
る。 そ してこのよ うな視点 よ りポナ
ペの生活 につ いて観察 を行 った。
衣服の購入 よ り廃棄 までの過程 を
観察 す るにあた って,ま ず,生 活空
間 と家族構成 につ いて説 明す る。生
活空 間の構成9)はその家の社会的 ス
テー タスなどによって異 るが,わ れ 図3入 墨 の模 様(ミ クロネシア民族誌11まり)
われが身 をよせ たコウ シャップ(字)ア ニパスのチー フの家の場合,敷 地 内の家
屋 は主 にナー シ ・イマ ラ ップ ・ウォヌー ンが それぞれ別棟で構成 されて お り,
ポナペの一一般 的形式 とい えるもので ある(図4)。 家族構 成は両親 と娘3人,息
子2入 に長 女の婿 と1才 になる孫 の計9人 家族 であ る。
衣服 の収納 ・洗濯等の 管理 的側 面 と生活空 間 の関係 は図5に 示す 。
現 在,衣 服の購 入はお
よそ男性 の衣服 は既 製品
を,女 性 の場 合は布地で





袖 を通 した衣服 も晴着 に 写真11ナンペ レ(寝室)に 置 かれた コーバ(衣裳 箱)
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類す る ものは,イ マ ラ
ップ(主 屋)の ナ ンペ
レ(寝 室)に,夫 婦単 .





の よ うに高温 多湿 多雨
地域 で あるため,一 度
外出 した り,あ るいは
ひ と仕 事済 ます と必ず
汗 か,雨 か,泥 で汚 れ
て しま うので,日 に何
度 か衣服 を着替 え,川
などでの洗濯 も頻繁 に
行 う。 ポナペ の人々の
衣服 は原色 に近 い色柄
が 多 く,た ち まち色 あ
せ た衣服 にな り,徐 々
に普段 着 に移 行す る。







図4ア ニパ ス家 の 見取 図
図5衣 服の収納 ・洗濯と生活空間
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写 真12イマ ラ ップ(主 屋)の 片 隅 にフ シキ や ダ ンボ ー ル箱
に収 め られ た衣 類
遡
写真13晴れ 間 に屋 外 に干 された 洗濯 物
一 自 然 に人 工的 ア クセ ン トを そ え る一
写 真14ナー ンの室 内 に干 されて い る洗濯 物
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な どに収 め,イ マ ラ ップ
の リキエ ンペ レ(広 間)
やナ ーシの レー ンパ ンツ
ァム(板 間)の 片隅(写
真12)や,天 井の梁の上,
あ るいは梁 に吊 して保管
されて いる。洗 濯物の干
し場 は屋外 に も設備(写
真13)さ れてい るが,雨
が 多 く,晴 問 をみて屋外
に干 すた め,イ マ ラ ップ
や ナー シの室 内(写 真14)
に針 金 などをわた し,室
内 に常 に洗濯物 が干 され,
その他,ナ ー シや ウ ォヌ
ー ン(石 焼 ・炊事空 間)
の軒 下 も利用 されてい る。
したが って,日 常着 て い
る普段着 の 多 くの もの は
物 干 しか ら乾 いた順 に着
て,汚 れては洗濯 し,物
干 しに干 す とい う循環 が
繰 返 され るので あ る。室
内や軒下 の物 干 しは洗濯
物 を乾燥 させ る働 きだ け
をもっの では な く,丁 度
日本で も衣桁や ハ ンガーに衣服 をか けてお くよ うに,衣 服の保管場所 と しての
機 能 を もって い るのである。そ して,イ マ ラ ップの室 内 には新 しい衣服 を,ナ
ー シの室 内,軒 下,ウ ォヌー ンの軒 下 と順 次着古 した衣服 が干 され る。
6.手 芸 品 に み ら れ るパ タ ー ンの 傾 内
自給 自足 を中心 とす るポナペ島の生活 か ら彼等 がつ く りだす 生活 用具類 のパ
ター ンの傾向 について記述 す る。
手芸 品 にはヤ シの葉 などで編んだ篭類 や敷物 の他,刺 しゅ う,レ ー ス編 み,
ア ップ リケ,造 花,パ ッチ ワー クな どの手法 でつ く られたものは,衣 服類 の裾
の飾 りや,ハ ン ドバ ッグ,寝 具類(枕 カバー,毛 布 カバ ー,ベ ッ ドカバー),マ
ラマ ル(頭 飾 り)な どに使 われてい る。
衣服 類の形態 がほ とん ど同一形態 で あ り,使 われてい る色 彩やパ ター ンも原
色 に近 い花柄 プリ ン トが多 く,自 らの手 でつ くったパ ター ンをアクセ ン トとし
写真徽 繁 謄 性'聯りは
て使 って いる。そ してつ くる楽 しみ と,
それ を使 う楽 しみ を共 に味 わって い るの
で あ る。
パ ター ンの傾 向は具象的花模 様 と抽 象
的幾 何学模様 に大別 され る。
花 は島 の中 を散策す る とハ イ ビス カス
や ジ ンジ ャー など,絶 えること なく咲 き
ほ こってい るが,女 性 た ちは それ らの花
を1っ2っ 摘んで はかん ざしにした り(写
真15),沢山摘 んではマ ラヌルをつ くった
りしてい る。 そ して宴 会のテ ー ブルには
必ず緑 の葉 と花 が飾 られ る。 この よ うな
環 境 や習慣 か ら,花 模 様(写 真16)が生
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れて くるのが当然 と考
えるので あ るが,面 白
い ことに,こ の花模 様
の中 にはポナペ島で は
咲 いてい ない花 をモ チ
ー フに した もの もある。
花模様 をア ップ リケ し
た ものを見せて も らい,
その花 の名 を尋ね ると,
「名 は 知 らな い」 と
答 えるものがかな り多い,不 思議 に思 っ
てい ると,彼 女達 は服地 の花模様 を雛形
に してい るの であ る。
ポナペ島の伝統的模様 は,平 行線 ・方
形 ・菱形 ・三角形 ・山道 ・×形 のよ うな
抽象 的幾 何学模様 を組 み合 わせ たもので,
動 ・植物 のバ ター ンを用い なかった とい
われてい るuiこの幾 何学模様は前述 の文
身の例 にも見 られ,踊 り用 に作 られたバ
テリ(櫂)(写真17)にも現存 してい る。
現 在,彼 女 たちの好 んで行 う手芸 の な 写真17踊り用 パテ リ(櫂)とそ の模 様
かに滞 在中の米国婦 入よ り教 えられたパ ッチ ワー クがある。特 に,パ ッチワー
クのベ ッ ドカバ ーは米国 西部 の キル トに類 似 してい る。(写真18・19・20)
また,余 り布でつ くるマ ラマ ル(頭 飾 り)に は造 花 を円環 に幾 っ もっ けた具
象的 なもの もあるが,余 り布 を単純 に切 り,配 色効 果の美 しさのみ を意図 した
抽 象的模 様の もの もある。
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写真18パ ッチ ワー クの枕 カバ ー
写真19パッチ ワー クで ウ ロー シュの 裾飾 り









写真21ヤシの葉 で 編 ん だ コポ ー(篭)
7.考 察
以上6節 にわた り,ポ ナペ島の生活 と衣服 に関 して,な がながと記述 して き
たのは,そ の実態 をな るべ く詳細 に説明 した いがためであ る。 この実態 を通 し
て様 々な観 点 よ り考察す るこ とにす る。
7-1.外 来 文 化 の 吸 収 と
と衣 服 の 様 式
3・4節 にわた り記述 した衣生活
の断片の みな らず,食 生活 ・住生活
にお いて も伝統的 な もの に代 って外
来 の新 しいものが島の人 々に普及 し
つ ・ある。 その中で衣生活 における
外来 文化の吸収 は比較 的古 くか らで
あ り,と りわけ普段着 においてポ ナ
ベの伝統 的文化 に同化 され安定 した
様相 を示 して いるよ うに うか ・"える。









様 式 と伝統的様 式 がどの よ うにか らみ合 って形 成 されてい るか を示 した もので
あ る。
外来の衣服 はキ リス ト教の普及 とともに入 って きた。 したが って,教 会の礼
拝時の衣服 は,気 候 風土の条件 を配慮 した上 で,ほ ・"外来の様式 が踏襲 されて
い ることは納 得で きる問題で あ る。
教会 の礼拝 が晴 れの場で あれば,カ マ テ ィップ(祭)も 伝統的晴 れの場 で あ
る。 この催 しには一部 の階層 の人が伝統的 晴着 を,他 の人 々も教 会の礼拝 に準
じた晴着 を着 装す る。 この傾 向は晴 れの 衣服 の同一 視 と して解釈 がで きる。 そ
して祭がた け なわ になれば,ヤ シ油 を上 半身 に塗 る伝統的行事 が行 われ る。祭
写 真22ヤシの葉 の腰 みの
写真23ウロ ー シ ュ
とい う晴れの様式 の中で,
伝統的様 式 と外 来の様式
が混在 して いる状 態 が う
か がえるの であ る。
日常生活 の中で は外来
様式 と伝統 的様 式の 衣服
の とりくみ方 が質的 に変
化 して くる。ヤ シの葉の
腰 みの(写 真22)と ウロ
ー シュ(写 真23)を比較
してみ よ う。 ウ ロー シュ
は布地 を筒形 に縫 い,上
部 にゴム紐 を入 れるか,
紐で結 びつ け,裾 に レー
スなどの飾 りをつけた簡 単
な もので あ り,形 態 的 に
は外来の素材 を生 か した
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現 代の腰み のでは なかろ うか。 そ して,リ コーテ ィ(腰 まき)も ポナペの伝 統
的衣服 と深 いか ・わ りあいを もっ もの と推測 す るこ とがで きる。
それ は リコーテ ィもウロー シュ も,ワ ンピー スの下着 と して腰 につ ける。表
着 と してはその ま ・腰 につ けた り,も う1枚 をバ ス トで とめて重 ね着 をす る。
男女 と も同 じ形 で あった り,共 用 した りす る着 装方法 か らで ある。 そ して,着
心地 において もポナペの気候 風 土 にマ ッチ した衣服 として普遍化 した もの と考
え られ る。 まさに伝 統 とい う器 に新 しい素 材 を盛 りつ け,融 合 された もの とい
えよ う。
腰み の とウロー シュは一 見外観 が異 り,表 面的 には外来文化 に浸蝕 されたか
にみ え るポナペの衣服の 中 に,ポ ナペ文化 の伝統的遺構 がつ らぬかれ,ポ ナペ
文化の本 質が生 きて いる もの と了解す る ことがで きる。
7-2.日 常 の 衣 生 活 の 合 理 性 と家 族 関 係
5節 に衣服 の整理 と生 活空 間 に関 して記述 し,大 要 は図5に 示 して ある。
衣服 の収納 方法 は晴着 は コーバ(衣 裳箱)に,段 々着古 してゆ くに したがっ
て フロ シキ,段 ボールの空箱 か ら洗濯物干 しそれ 自体 が収納機能 となるものま
で移行 し,収 納 場所 も晴着 か ら仕事着 まで を,イ マ ラ ップ(主 屋)の ナ ンペ レ
(寝室),お よび,リ キエ ンペ レ(広 間),ナ ー シ(作 業空 間)の 室 内,お よび
軒下,ウ ォヌー ン(石 焼 ・炊 事空間)の 軒 下 と順 次収 納 されてい る。 また,室
内 の洗濯物干 しの場所 もこれ に準 じてい る。
敷地 内の建物 はイマ ラップがコ ンクリー トブロ ック建 で,床 がモ ル タル仕 上
で あ るの に比べ,他 は木 と トタ ン板で建 て られ,こ の施工 材料 の違 いか ら視 覚
的 にイマ ラ ップの室 内が一番清潔 に感 じられ る。 この よ うな感 覚だ けか ら,衣
服 の収納 や物干 し場所 の秩序 が組立 て られて い るの か と思 うと,そ れだけでは
ない。敷地 内の それぞれの建物 は,役 割 が分担 され(図4),そ の室 内での行動
に直接 関係 す る衣服類 を収納 や洗濯物干 し空 間 と して利 用 して いる。つ ま り,
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その衣服 を着 て の行動 と,衣 服の管理 が合理 的 に密接 な関係でつ なが れてい る
ので あ る。
3節 の中で普段着 の着 方 について も記述 したが,同 一家族の男 女が相互 に衣
服 を交換 して着 た り,子 供 が大人の衣服 を借 りて着 た り,衣 服 の所 有者 を明確
に しなが らも,自 由に共 用 されて いる。 この よ うな状 態 か ら性格 を異 にす る2
つの効 果(図7)を 考 えることが
で きる。




そ して,そ の行動 に適 した衣服 が
その空 間 に保 管 されてい る状 態 と,
ポナペ の 自然環 境 か ら1日 に何回
か衣服 を着 替 える状態 が相乗 され,図7普 段着の着装状態
家族成 員のだ れの衣服 で も,手 近の衣服 を着 るとい う習慣 が定着 した。1っ の
合理的 思考 に基 くもので ある。
他 は,ポ ナペ 島の 自給 自足 を中心 とす る厳 しい生活 は,家 族 成員の 大人 も子
供 も一体 となって支 えね ばな らない13)が,衣服 の交換 がスキ ンシ ップの役割 と
して,家 族 の連帯感 や,愛 情 の きず なを確 め,よ り深 くす るための無 意識 の う
ちの具体 的表現 手段 と して も解釈す ることがで きる。
7-3.パ ター ン作 製 の 態 度 とその 特 徴
6節 に手芸 品 に見 られるパ ター ンの傾向 につ いて記述 した が,そ の傾向 は,
具 象的花模様 と抽 象的幾 何学模様 に2分 され る。前者 は生 活環 境 や生 活習慣 よ
り,後 者 は伝統 的 な模 様 を受 け継 いだ もの と分類す ることがで きる。
花模 様の ア ップ リケ に,作 者 自身 が その実物 も知 らず,そ の名 も知 らない も
のが見 うけ られた。彼 女達 は服地 として購入 した,プ リン トの花柄 を雛形 に し
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精 神 的 側 面
て い るか らで ある。花 の実物 を便化す る術 を知 らない こともあろ うが,自 給 自
足 の生活 の知恵 か ら生 れた もの と解釈す ることがで きる。
われわれ 日本人 がは じめて手芸 を しよ うとす る時,本 や雑誌 に掲載 された手
引 きの見本 をその ま ・頂戴 す ることが多 くは なかろ うか,直 接的情報 に恵 まれ
す ぎ,そ の中の既 成概 念 の範 囲内での制作 に終 止 して しま うの が大 半で あると
思 う。 したが って アイデ アソースが貧困 にな り,同 時 に創 造の よろこびが減退
す るよ うに感ず るので ある。
また,わ れわれが花模 様 を画 く時,一 般的 には,花 の名前や因縁 を知 り,そ
して製作 に とりか ・る。知識 を優 先 した製作態 度で はなか ろ うか。 われわ れの
生 活か ら名 も知 らず,由 来 も知 らない ま ・,素 直 な感情表現 を優 先す るよ うな
かた ちでのパ ター ン製作 は,幼 雅 園時 代 を境 として喪失 して しまってい るよ う
に思 えるので あ る。
ポナベの伝統 的生活資 料の 多 くを しめてい る編組 品や,丸 太 を組 立て た直線
構成 の家屋 の表面形態 は幾何 学模様 とな るので あ るが,踊 り用 パテ リ(櫂)な















モ チ ー フ
図8パ ター ンの 発想





てゆ く過 程 を記述 したが,こ の よ うな新 しい もの に対す る価値 感 の醸 成の背景
につ いて,わ れ われの生活 の仕方 と比べ なが ら記述 してゆ きた い。
ポナペの人 々は丁度,日 本の 明治維 新 が西洋文 明 に憧 れ,急 激 に摂 取 したよ
うに,現 代 の文明 に憧 れをいだ き,財 政援助 によ る海外物 資の輸 入が これに拍
車 をかけてい る。 これ らの生活 資料の導入 以前 には,ポ ナペ島 に共 に生存 して
い る樹木 や,そ の葉 や実,イ モ類や礁湖 の魚や貝 などを簡単 に加 工 して 衣 ・食
・住 に利 用 していたのであ る。
輸入 された缶詰類 などの保存 食品や 衣類,調 理 器具 などは,彼 等 が伝統 的 に
受 け継 いだ手づ くりの生活資料 に比べ,は るか に耐久性 ・保存性 の高 い もので
ある。 食料 に例 えるなら,伝 統 的 なもの と して,パ ンの実 を加工 し,地 下 に埋
めて保存 す るマール以外 は,食 物 を石焼 きに して火 を通 し,ほ んの数 日間保存
す る技術 しかないので ある。 また,彼 等の 自給 自足 の生活 の仕 方や,自 然 と人
口の適 度のバ ランス がとれた環 境 か ら,保 存効 率 を高めた り,耐 久性 を高 めた
りす ることに知恵 を絞 らず にす んだ ともい えよ う。
礁 湖の魚捕 りも,近 代的 わが国 の漁法 に比 べ は るか に原始的で,わ れわれ ア
マチ ュアが魚 を釣 るよ うな立派 な釣竿 も必 要 ない。海水浴 を楽 しみ 守が らの魚
捕 りで,仕 事 の 中に レジャー としての スポー ツの要素 が十分満 され,心 身 のバ
ランスを保つ こ とがで きる。そ して,そ の 日の 食料以上 に魚 を捕 るこ とは,無
駄 になるので あ る。
主食の パ ンの実 とイモは,お よそパ ンの実 が4月 か ら9月 まで,イ モ は10月
か ら3月 まで と シーズ ンが2分 され る。パ ンの実 は木 があれば 自然 に4月 か ら
9月 の間実 がみの り,イ モ は種類 によ り異 るが,栽 培後半 年 か ら5年 の間 に食
べ ればよいので ある。パ ンの実 の季節 にイモが採 れないので はな く,採 る必要
がないので あ る。
こ ・に例 示 した食料 は人間 がわ ざわざ缶 詰 など に加 工 して保存 す る以上 に,
自然 が素晴 しい偉 力を発揮す る。魚 は珊瑚礁 とい う自然の生 けすの 中で す くす
:.
くと生長 し,イ モ もまた土 の中です くす くと育 ちなが ら保存 されてお り,し た
がって新鮮 で ある。文明社 会か ら生 れた缶詰 は,保 存期 間中 に成長 す ることは
ない。
食器類 において も,伝 統 的 なもの は,例 えば,パ ンの木の葉の 食器,イ モの
葉の水桶,竹 筒や コブ ラの 内皮 の水や酒 の器,や しの葉で編 んだ食物 用の篭 な
ど,材 料 や構 造か らも耐 久性 を求め るこ とは難 しいが,そ の用具 が必要 になっ
た時,家 の近 くか ら天然 の材料 を採 取 し,簡 単 に加工 す ればこ と足 りるので あ
る。 そ して,使 い捨て のものが大半で,長 期 にわた る保 存 は必要 では ない。豊
富 な資源 と簡単 な加工で,た ちどころに用具 を揃 え ることがで きるからで ある130)
(図9)
このよ うな伝 統的用具 に,カ マテ ィップ(祭)の 際,食 料 を持 ち運 ぶた めの
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写真24ヤシの 葉 で編 む キ ヤ ム(篭)
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で 担 ぐ篭)
シの葉 を採取 してつ くるので ある。 そ して この篭 は2度 と絶対 に使 わない。
この よ うなポナベの伝統 的生活の とりくみ方 か ら,新 しい もの に対す る価値
を自然 に認 め,礼 拝 や祭 とい う晴 れの場 と,新 しい衣服,新 しい生活 資料 との




生活用具一使 い捨 て 獄 ・H力繋 喜トく融
図10価 値感の醸成と生活背景
7-5.生 活 空 間 に お け る人 と もの の 秩 序
衣服 類の収納 と生 活空 間 に関 しては,5節 に おいてその実態 を,7-2項 に
おいては,外 来の衣服 が導入 されて からの歴 史 が長 く,一 応 合理的秩序 が保 た
::
れてい ると考察 した。 した がって,衣 服 と生 活 に直接関 係 はない が,海 外 か ら
保存度 の高 い,耐 久性 の優 れた物 資 を導入す ることによ って,生 活空 間 の使 い
方 に新 た な問題 が生 れっ っ あるよ うに感 じられ るた め,前 項 に関連 して この項
を記述 したい。
ポナペの伝統 的 な生活空 間9)は床 面 がその ま ・生活平 面 になって お り,そ の
ため,イ スやベ ッ ドに代 表 される家具 ・調度 を必 要 と しない,無 家具 文化 と規
定 され る日本の かっての生活空 間 と同 じ傾向 を もつ もの で ある。 その空 間 の中
で,簡 単 につ くり,捨 て ることので きる生活 資料 ととも に生活 を営 んで いたの
で ある。 した がって,そ の空 聞内 は,ほ とん ど住 む人 自体 が専有す ることがで
きる空 間であ った。 しか し,こ れか らはポナ ペの人 々も,外 来の生活 資料 と と
もに,一 つ の屋 根の下で 共存 しなければ な らな くなるか らで ある。
著 しく近 代化 されたイマ ラップ(主 屋)の 例 で は,ナ ンペ レ(寝 室)の1つ
1っ にベ ッ ドを備 え,ベ ッ ドルー ム化 して お り,リ キエ ンペ レ(広 間)に は,
オ イル冷蔵庫,調 理 台,テ ーブ ルを置 いた,ダ イニ ング ・キ ッチ ンの コーナー
と,応 接セ ッ トを置 いた リビングの コーナー が設 け られ,わ が国の最近 の住宅
形 式 に類似 してい るので あ る。 した がって,ナ ー シ(集 会所 兼作 業空 間)や ウ
ォヌー ン(石 焼 ・炊事空 間)の 日常 にお ける作業空 間の役割 を失 いつつ あ る。
アニパ ス家 のナー シの床下 には,輸 入 され た殻類 や調味料,鍋 などの調理 器
具 や食器類 の収納 に物置 が設 けられ,ナ ー シの脇 に イマ 翆 クックといわれ る下
屋 が,厨 芥処理 や調理器具,食 器類 を洗 い,収 納 す るた め設 けられ,ナ ー シの
入口の片隅 に も食器棚や石油 コンロが置 かれて いる。 ウ ォヌー ンが本来石焼専
用 の空 間で あったの が,火 を伴 う作業の場 と して,石 積の炉 が築 かれ,鍋 ・釜
の煮炊 きに使 われ,コ ブラ焼 の設備 で あ るガンシ ョウバ が置 かれて いる(図4)。
また,ア ニパス家の イマ ラップの リキエ ンペ レを ダイニ ング ・キ ッチ ンとリ
ビングスペ ースの分割 し,そ れぞれの部屋 に家具 ・調 度 を備 えよ うとい う計画
も聞いて いる。
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しか しなが ら,わ れ われの家 の中 が,本 来の機能 を満 してい ない(使 わ れて
い ない)状 態 の生活 用具類で あふ れ,人 の生活 が隅 に追 いや られて い る混乱 し
た現状12'13)を,ポナペの将来 にd」ける生活空 間 と推測す るのは,あ ま りにも惨
めで ある。 この よ うな観点 か ら,ポ ナペ の生活空 間の機能 分担の秩序 が,今 後
どの よ うに展 開 され るか,注 目 して観察 を続 けた い と思 う。
お わ り に
7節 の考察 か ら,お よそ以 下の項 に要約す ることがで きる。
(1)日常 の衣生活 において,外 来文化 の積 極的導 入の中 に,伝 統 が生 か され,
伝統 の本 質 をみ る ことがで きた。
(2)衣服 の収 納の仕方 と,生 活行動 が合理 的 に設定 されて い ること。
(3)日常 における,親 子 ・兄 弟 ・夫婦間 の衣服 の貸 し借 りの着 方 が,家 族間
の情報 交換 を密 にす るため の媒体 とな ってい ること。
(4)手芸 品の創作 活動が,彼 等 の生活体験 の中か ら生 れた素直 な感情 表現 の
結果 か らと推測 され,創 造 の原点 を うかが うことがで きた。
(5)生活資料 に対す る価値感 は,生 活環 境 に対応 して長 年つ ちかわ れた,生
活 の仕 方 の伝統 的習性 か ら醸 成 され るこ と。
(6)自然環 境 と人 口のバ ランスか ら,生 活 資料の廃棄 か ら生産 に至 る循環 系
が非常 にスム ーズであ ること。
(7)生活空 間 におけ る人のた めの空 間,生 活資料 のための空 間の合理的 配分
や,生 活 資料の整理 ・調整の在 り方 に対 す る問題提 起。
以 上の よ うな結 果であ るが,ポ ナペ島 の合理的 で,し かも人々の和 を保 つ生
活 の知恵 は,自 給 自足 を中心 と した厳 しい生活 の中 から自然 には ぐくまれ た,
生 活環 境 に対す る素直 な対応の結 果 もた ら された もの と考 えてい る。 そ して,
われ われの これか らの生活の仕 方,デ ザ イ ンの 在 り方 に対 して も,多 くの教 訓
が含 まれてい る。
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日本の デザ イン界の一般 的傾 向 をみ ると,衣 服 のデザ イ ン系 と,他 のデザ イ
ン系の か ・わ りあい が非 常 に稀 薄で あ ることを痛感 す る。 デザ イ ン教育 におい
て,片 や家庭 科 あるい は家政 系で,他 は美術 科 や芸術 ・工 学系 での教育 で ある
ことに一 因 を求め ることがで きるが,し か し,デ ザ イ ンの 問題 を考 える時,「生
活の総体 か ら人 とものの か ・わ りあいにつ いて の思 考」 が必要 と考 えてい る。
この主 旨 を他 のデザ イ ン領域 の人 々に も納 得 して も らえ るな らば,生 活 の中
での衣服 の占め る役割 は重要 で あ り,衣 服 の問題 を除 いて すぺての デザ イ ンを
考 えるこ とはで きない。 そ して,衣 服 のデザ イ ンも,他 の生活 資料 や空 間 との
か ・わ りあい において展 開す ることも重要 で ある。
一方,生 活 資料 に対す る考 え方 は,人 々 によって当然異 るもの となろ うが,
高密度化 した都市社会 において は,も のの生産 ・流 通 ・消 費の立場 よ り大 別す
ることがで きる。そ して,日 本の現状 は従 来 まで,生 産者思 考 を優 先す る社会
で あったこ とは否 定で きないだ ろ う。 この よ うな状況 下で 今回のデザ イ ン ・サ
ー ヴェイが,同 一 対象 を同一 の空 間 ・時 間内で,千 葉大学 の工 学系 と家政系 の
立場,い わば ものの 「っ くり手」 と 「っ か い手」 の双方 よ りア プローチす るこ
とがで きたσ
以上の側面 か らも,今 回 の共同踏査 は意 義深 い と考 えて い る。
しか しなが ら,本 報告 はわず か1ケ 月足 らずの野 外踏査 の結 果 を,大 担 な憶
測 を交 え た冒 険 に よ りま と めた もので あ る。 これ も浅 学菲 才 によるもので,
今後,皆 様方 か ら種 々 ご指導 を戴 けた ら幸 甚 と考 えてい る。
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